


010年は多くの作曲家がメモリアル・イヤーを迎えます。ドイツの作曲家ニコライとポーランドの作曲家ショパ

ンはいずれも生誕 200年。ニコライはウィーン・フィルハーモニー管弦楽団の基礎を築いた指揮者であり作

曲家ですが、彼の人気作品として知られているのが《歌劇「ウィンザーの陽気な女房たち」序曲》です。

　一方、「ピアノの詩人」と呼ばれるショパンは、美しく叙情的なメロディーで私たちを魅了します。今秋には４年に１度

の「ショパン国際ピアノコンクール」が開催され、誰が優勝者となるか関心を集めています。これまでほとんどの優勝者

が本選で弾いた曲が《ピアノ協奏曲第 1番》。昨年の「浜松国際ピアノコンクール」に15歳で優勝し、注目を集めている

韓国の神童チョ・ソンジンが、この名曲を奏でます。抜群の音楽的なセンスをもつチョがどのようなショパンを聴かせて

くれるか楽しみです。

　ドヴォルザークの《交響曲第９番「新世界から」》は、故郷ボヘミアを離れてアメリカ滞在中に作曲された名曲中の名曲。

第 2楽章のメロディーが《家路》として愛唱されていますし、夕方に公園などでも流れますので、誰もが一度は耳にした

ことがあることでしょう。第 4楽章の激しい音楽もまた私たちを引きつけてやみません。

指揮：マティアス・フスマン
Mathias Husmann, conductor

1948年ドイツのハンブルク生まれ。指揮者、ピ
アニスト、作曲家として活躍している。ハンブ
ルク音楽大学で学び、22歳でハンブルク・フィ
ルハーモニー管弦楽団とハンブルク歌劇場でデ
ビュー。ダルムシュタット歌劇場、マンハイム歌
劇場、ドルトムント歌劇場、ウルム市立フィル
ハーモニー管弦楽団、マグデブルク・フィル
ハーモニー管弦楽団、北東ドイツ・フィルハー
モニーなどの首席指揮者を歴任。レパートリー
は10 0以上に及ぶオペラ、古典から現代までの
オーケストラ作品と幅広い。ドイツを中心に
ヨーロッパで指揮者として活躍する一方で、
1993年には《交響曲第１番》を、2009年には台
本も自ら執筆して初めてのオペラ《渡り鳥》を
完成させている。

ピアノ：チョ・ソンジン
Seong-Jin Cho, piano

1994年ソウル生まれ。現在、ソウル芸術高等学
校で学んでいる。2 0 0 8年に「青少年のための
ショパン国際ピアノコンクール」（モスクワ）で
第 1位。昨年11月には、「第７回浜松国際ピア
ノコンクール」で第 1位、同時に日本人作品最
優秀演奏賞、札幌市長賞を受賞。15歳での優勝
は同コンクール史上最年少で、中村紘子審査委
員長が「久しぶりに聴いた巨大な才能」と評し
た逸材である。1 2月にはチョン・ミョンフン指
揮でソウル・フィルハーモニー管弦楽団と共演、
今年３月には東京オペラシティ・コンサート
ホールでのリサイタルを開催、抜群に美しい
タッチで聴衆を魅了した。今後の活躍が注目さ
れているピアニストである。
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＊曲目・曲順・出演者等の変更の場合があります。あらかじめご了承ください。


